
 

 

 

 

 

 

 

令和 4年度 さらに魅力的な学校にするために 

                                             校 長  大谷 京司 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ もう少し細かく説明をすると・・・ 

１） 自分で疑問に思ったことや普段から興味・関心のあることについて探究していく授業です。３年 

生以上の総合学習で行います。まず、時間数に応じた計画書を先生の助言を受けながら作り、 

それに基づいて調べたり、実践したり、実験したりします。最後は探究の成果と課題をまとめて 

みんなに分かりやすく発表します。個人で進めていくので、タブレットで調べている子もいれば、 

工作をしている子もいる、理科の実験をしている子もいるといったイメージです。１・２年生は合 

同で探究のテーマを決め、一人ずつ発表ができるように進めていきます。 

   ２） 水曜日の朝の会を利用して、十八番朝会のほか、全体レクリェーションや全体ミーティングの時 

間を設けようというものです。こんなことができたら、もっとみんなが楽しい学校生活が送れる、 

今困っている問題をみんなで話し合って解決したいなど、自分たちでよりよい学校生活を築くた 

めに全体ミーティングを開き、自治の力を高めていきます。 

   ３） 学校でもある程度の震災用の備蓄は行っていますが、引き渡しが困難になる場合も考え、学校 

待機する間の飲料水や備蓄食料等を個人用としてご家庭で用意していただき、小さな袋に入れ 

て学校で保管します。ご用意していただくものは、別途通知させていただきます。 

３３名の子どもたちと出発進行！ 

  4月 9日（土）、7名の新入生と 2名の転入生（3年生と 4年生）を 

迎え、全校児童 33名でスタートすることになりました。新たな先生方も 

加わり、また新鮮な気持ちで新年度を出発します。 
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生きる喜びを抱き 

自ら学びを拓く 

★主な新たな改革は次の 3つです。 

１） 子どもたちの興味・関心に応じて自分で探求していく「〇〇プロジェ 

クト」の時間を創設します（〇〇には自分で探究したいものが入り 

ます）。 

２） 全体ミーティング（一部の水曜朝の会）で、自分たちで見つけた学校 

の課題や、みんなが楽しく学校生活を送るためにできることなどに 

ついて、みんなで話し合い、子どもたちが主体となって自らがよりよ 

い学校を創り上げるようにします。 

３） 大震災等に備え、最低 1日は学校で生活できるだけの個人の防災 

備蓄パックを各ご家庭で準備していただき、学校で保管します。 

何が変わる？ 


